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J
I
C
A
は
毎
年
、
中
学
生
・
高
校
生
を
対

象
に
、
国
際
社
会
の
中
で
自
分
た
ち
が
ど
う
行

動
す
べ
き
か
考
え
て
も
ら
う
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
世
界
の
人
々
と

共
に
生
き
る
た
め
に
―
私
た
ち
の
考
え
る
こ

と
、
出
来
る
こ
と
―
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た

２
０
１
７
年
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
作
品
の
数
は
、
中
学
生
の
部
が
３
万

８
４
５
９
点
、
高
校
生
の
部
に
は
過
去
最
多
の

３
万
１
６
８
５
点
。
こ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
上

位
入
賞
者
40
人
の
う
ち
37
人
が
、
２
月
24
日
に

J
I
C
A
地
球
ひ
ろ
ば
（
東
京
都
新
宿
区
）
で

開
催
さ
れ
た
表
彰
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
中
学

生
の
部
で
J
I
C
A
理
事
長
賞
を
受
賞
し
た
小

山
桃
子
さ
ん
（
岩
手
県
・
一
関
市
立
磐
井
中
学

校
1
年
）
と
、
高
校
生
の
部
で
外
務
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
川
口
博
也
さ
ん
（
神
奈
川
県
・
慶
應

義
塾
高
等
学
校
3
年
）
が
受
賞
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

J
I
C
A
の
越
川
和
彦
副
理
事
長
は
、「
持

続
可
能
な
社
会
の
在
り
方
や
平
和
の
重
要
性
を

訴
え
る
作
品
が
多
か
っ
た
」
と
今
回
の
応
募
作

品
の
傾
向
を
説
明
し
、「
よ
り
良
い
世
界
を
築

く
た
め
に
は
最
初
の
一
歩
が
重
要
。
皆
さ
ん
は

エッセイコンテスト表彰式を開催 01

03イラン・テヘラン市に大気汚染分析機器を整備

02　エジプトで日本式教育の導入・普及を支援
　

J
I
C
A
は
２
月
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
と
の
間

で
、「
エ
ジ
プ
ト
・
日
本
学
校
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
エ
ジ
プ
ト
・
日
本
教
育
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）」

を
対
象
に
、
1
8
6
億
2
6
0
0
万
円
を
限
度

と
す
る
円
借
款
貸
付
契
約
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

エ
ジ
プ
ト
で
は
、
人
口
増
加
に
よ
り
学
級
当

り
の
生
徒
数
が
過
剰
と
な
り
、
義
務
教
育
に
お

い
て
個
々
の
生
徒
の
理
解
度
に
応
じ
た
指
導
や

社
会
性
を
育
む
教
育
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な

い
た
め
、
子
ど
も
の
理
解
不
足
と
規
律
や
協
調

性
の
欠
如
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
同
国
政
府
は
学
ぶ
意
欲
や
公
平

性
・
協
調
性
の
醸
成
に
資
す
る
、
掃
除
や
学
級

会
に
代
表
さ
れ
る
日
本
式
教
育
を
導
入
。
本
事

業
は
こ
れ
を
後
押
し
し
、
財
政
支
援
を
通
じ
た

政
策
実
施
・
制
度
構
築
の
促
進
に
よ
り
、
日
本

式
教
育
を
導
入
す
る
「
エ
ジ
プ
ト
・
日
本
学
校
」

の
開
校
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

本
事
業
は
、
2
0
1
6
年
に
日
本
・
エ
ジ
プ

ト
両
政
府
間
で
締
結
さ
れ
た
「
エ
ジ
プ
ト
・
日

本
教
育
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
下
で
実
施
さ

れ
、
教
育
の
質
の
改
善
や
若
者
の
能
力
強
化
に

寄
与
す
る
と
共
に
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）
ゴ
ー
ル
4
「
質
の
高
い
教
育
を

み
ん
な
に
」
に
貢
献
し
ま
す
。
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署名式に出席した北岡理事長

最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
」
と
参
加
者
の
今

後
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
部
の
審
査
員
長
を
務
め
た
教
育
評

論
家
・
法
政
大
学
特
任
教
授
の
尾
木
直
樹
さ
ん

は
、
応
募
作
品
が
自
ら
の
体
験
を
出
発
点
に
世

界
を
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
と
感
受
性
に
無
限
の
可
能
性
を
感

じ
た
」
と
講
評
。
一
方
、
高
校
生
の
部
の
審
査

員
長
を
務
め
た
女
優
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
星
野

知
子
さ
ん
は
、
海
外
で
の
経
験
か
ら
日
本
の
社

会
問
題
に
目
を
向
け
た
作
品
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
触
れ
、「
広
い
視
野
と
、
自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
や
る
と
い
う
行
動
力
に
感
心
さ
せ

ら
れ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

名
誉
審
査
員
長
で
、
脚
本
家
の
小
山
内
美
江

子
さ
ん
は
、
家
族
と
共
に
会
場
に
や
っ
て
来
た

参
加
者
の
姿
に
、「
ご
家
族
が
喜
び
、
期
待
し

て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
審
査
員
特
別
賞
の
受

賞
者
に
は
、
副
賞
と
し
て
約
１
週
間
の
海
外
研

修
が
贈
ら
れ
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動
現
場

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
を
訪
問
し
て
開
発
途

上
国
の
暮
ら
し
や
国
際
協
力
の
現
場
を
視
察
し

て
も
ら
う
予
定
で
す
。

ルワンダと日本の女性議員の数を比較し「日本も
ルワンダに学ぶことがある」と強調した小山さん

「一人でできることは小さいかもしれないが、仲間が
いたので行動することができた」と話す川口さん

署名式の様子

　

J
I
C
A
は
２
月
、
イ
ラ
ン
の
テ
ヘ
ラ
ン
市

役
所
と
の
間
で
、「
テ
ヘ
ラ
ン
市
大
気
汚
染
分

析
機
材
整
備
計
画
」
を
対
象
に
、
12
億
４
２
０

０
万
円
を
限
度
と
す
る
無
償
資
金
協
力
の
贈
与

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

テ
ヘ
ラ
ン
市
は
、
過
去
に
J
I
C
A
の
技
術

協
力
を
得
て
、
一
酸
化
炭
素
濃
度
を
同
国
政
府

の
定
め
る
基
準
値
以
下
ま
で
削
減
し
ま
し
た

が
、
大
気
汚
染
の
原
因
と
さ
れ
る
P
M
2
・
5

や
二
酸
化
硫
黄
な
ど
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し

て
基
準
を
上
回
る
値
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
物
質
は
種
類
が
多
く
、
発
生
源
や
測

定
法
も
複
雑
で
あ
る
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
状
態
で
す
。
そ
こ

で
、
本
事
業
で
は
同
市
に
排
ガ
ス
測
定
や
粒
子

状
物
質
な
ど
の
化
学
分
析
に
必
要
な
機
器
を
整

備
し
、
大
気
汚
染
物
質
の
排
出
量
の
測
定
や
、

発
生
源
、
生
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析
精
度
の
向

上
を
図
り
ま
す
。
現
況
把
握
が
進
む
こ
と
で
、

同
市
に
お
け
る
大
気
汚
染
軽
減
に
向
け
た
対
策

検
討
も
促
進
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
、
こ
れ
ら
を

通
じ
て
環
境
の
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
本
事
業
に
加
え
、
大
気
汚
染
対

策
の
制
度
整
備
や
人
材
育
成
に
関
す
る
技
術
協

力
も
行
い
、
包
括
的
な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。


